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 令和５年２月４日（土）に，広島市総合防災センターにおいて，防災研修を実施しました。 

大人 10名，子供３名の参加がありました。 

 この防災研修をとおして，大規模な災害発生時，行政の支援は困難であるため，家族，隣人，友人等と

協力することが重要であることや，自治会など防災組織の大切さが分かりました。 

 また，「災害は必ず来る」という気持ちで，自分の身は自分で守るという気付きや，自ら考えて行動す

るきっかけとなりました。 

 

広島市の豪雨災害、火災の状

況、地震、津波の浸水予想図など

を学びました。 

 過去、発生した災害を例に詳し

く説明して頂き、防災の大切さが

良くわかりました。 

 

 

 防災講座 

 

  

 スプレー缶のガスに起因する爆発事故について学びま
した。室内でスプレー缶のガスを抜くと，ガスと空気が
混じるため，湯沸かし器のスイッチを入れたり，煙草に
火をつけたりすると，爆発事故が起きるそうです。 
 実際，実験を見せていただきました。大きな音ととも
に炎が出て，危険な状態になることを体験することがで
きました。 

  

 消火器の性能や使用方法等について学んでから，消火器を

使って大きな炎を消火する体験をしました。 

 

 

身近な危険物 
 

 消火訓練 

 



  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

★こころ自治会ホームページの御案内★ 
こころ自治体ホームページでは，地域で活動されているサークルからの 

お知らせなどを掲載しています。こころ自治会だよりも随時掲載しており， 

カラーで観ていただくことができますので，ぜひ，御覧ください。 

 右の QRコードを読み取ると，ホームページを御覧いただけます。 

               

              第 16回伴南学区親善卓球大会 

 

 料理中に天ぷら油が燃え出した場合の対応に

ついて学びました。 

 絶対にしてはいけないことは，「水をかける

こと」で，これをすると，写真のように一瞬で

大きな炎になります。 

 実験をとおして，火災の怖さを実感しまし

た。 

  

 

 

  

 震度６弱の揺れを体験しました。 

震度６弱は，テーブルの下に入って避難するもの

の，身体は大きく揺れ，テーブルの脚をつかんでい

ないと振り落とされそうなほどの勢いでした。 

 

 

 天ぷら油火災実験 

 地震体験 

 

 令和５年２月12日（日）に，伴南小学校において，第16回伴南学区親善卓球大会が開催されました。

当日は，37名が参加し，大人も子供も爽やかな汗を流し，笑顔あふれる大会となりました。 

 関係者の皆様，お疲れさまでした。また，取材への御協力，ありがとうございました。 


